
様式第１号（第３条関係） 

 

「山形県地球温暖化対策推進事業所登録制度」登録申込書 

 

平成○○年○○月○○日 

事 業 者 名 株式会社 ○○ 

代表者氏名 山形 太郎 

所 在 地 
〒990-8570 

山形市松波二丁目８－１ 

担 当 者 

所 属 総務部総務課 

職・氏名 係長 山形 二郎 

ＴＥＬ 023-630-□□□□ ＦＡＸ 023-630-△△△△ 

E-mail info@○○.co.jp 

HPアドレス 
http://www.○○.co.jp 

（※県HPからのリンクを希望する場合は記入してください） 

業 種 サービス業 従業員数 30 名 

取 組 

事 業 所 数  
2 全事業所数 3 

取組計画 ( Plan )  ※業務内容に合致する取組項目に「○」を付け、その具体策を別紙により選択し、 

番号を記入して下さい。また該当番号以外の具体策を行う場合は、その他の欄にその内容を記入してください。 

必須 

１．エネルギーの効率的利用及び日常的なエネルギーの節約に係る取組み 

別紙取組項目における具体策：③，④, ⑤, ⑥, ⑦, ⑧, ⑨, ⑩, ⑪, ⑫ 

その他： 

○ 

２．設備機器等の適正管理に係る取組み 

別紙取組項目における具体策：②, ⑥, ⑨, ⑩, ⑪ 

その他： 

○ 

３．エコドライブに係る取組み 

別紙取組項目における具体策：①, ②, ③, ⑥, ⑦ 

その他：テレビ会議を行うことで出張を減らしガソリン使用量を削減する。 

○ 

４．省資源に係る取組み 

別紙取組項目における具体策：①, ②, ④, ⑤, ⑥, ⑧, ⑨ 

その他：タブレット端末を使用したペーパーレス会議に取組む。 

○ 

５．水の効率的利用及び日常的な節水に係る取組み 

別紙取組項目における具体策：⑧, ⑨, ⑩, ⑪, ⑬ 

その他：飲み物を各自水筒で持参し洗浄に係る水道水を節水する。 

 

裏面に続く 

記入例（１） 
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○ 

６．廃棄物の発生そのものを抑える取組み 

別紙取組項目における具体策：④, ⑤, ⑦, ⑧ 

その他： 

○ 

７．リサイクルの促進に係る取組み 

別紙取組項目における具体策：②, ③, ④, ⑥ 

その他： 

○ 

８．環境に配慮した物品等の購入、使用に係る取組み 

別紙取組項目における具体策：①, ②, ③, ④, ⑦, ⑨ 

その他： 

○ 

９．再生可能エネルギー・省エネルギー設備の導入 

別紙取組項目における具体策： ⑲ 

その他： 

 

１０．独自取組み ※１～９以外での独自取組について記入してください。 

（自由記載） 

平成  年度 
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様式第３号（第６条関係） 
 

 

平成○○年度 山形県地球温暖化対策推進事業所登録制度取組報告書 

                  平成××年××月××日 

事業者名 株式会社 ○○ 
取組事業所数 全事業所数 

２ ３ 

取組結果確認 ( Check ) 
登録申込申請時に選択した取組項目に関連する削減項目の数量を 

記入してください。なお「購入電力」は必須項目となります。 

削 減 項 目  単位 
前年度使用量 

(A) 
平成  度使用量 

(B) 
増 減 量  
(B) － (A) 

購 入 電 力  kWh 33,673 6,730 △26,943 

灯 油 L 31,448 30,290 △1,158 

A 重 油 L 該当なし 該当なし － 

都 市 ガ ス  Nm3 575 580 5 

液 化 天 然 ガ ス kg 該当なし 該当なし － 

液 化 石 油 ガ ス kg 該当なし 該当なし － 

ガ ソ リ ン  L 3,672 1,801 △1,871 

軽 油 L 30,505 29,050 △1,455 

産業廃棄物（廃油） t 該当なし 該当なし － 

産業廃棄物（廃ﾌﾟﾗ） t 12 9 △3 

上 水 ｍ3 948 886 △62 

工 業 用 水  ｍ3 該当なし 該当なし － 

地 下 水 ｍ3 該当なし 該当なし － 

※ 自らが焼却または燃料として使用したものが対象です。 
 

 COOL CHOICEへの賛同登録 ※環境省HPで登録済みの場合はボックスにチェック!! 

 

取組結果報告（独自取組みを含む） ( Do )      ※欄が不足する場合は、適宜追加して下さい。 

再生可能エネルギー設備の導入ということで太陽光発電設備を導入し、購入電力を約８割 

削減することが出来た。 

社用車をハイブリッド車にしたことにより、ガソリン使用量を半減させることが出来た。 

これらの結果はハードウェアの投資によるところが大きいが、日常的な節約との相乗効果も 

大きいと考えている。 

 また、エコドライブ教室を開催し20名が参加した。 

 

今後の課題・改善策等  ( Action )          ※欄が不足する場合は、適宜追加して下さい。 

誤差の範囲ではあるが都市ガスの使用量が増加してしまっている。冬季以外は給湯を 

停止するなどして確実に削減して行きたい。 

 また、全事業所で取組むことが出来なかったため、今後は全事業所で取組むことで 

地球温暖化対策に微力ながら貢献したい。 

 

FAX送信先： 023-679-3389 （添書不要） 
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記入例（１） 
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